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b近所の方でまだ市政だよりが届い

ていない方がありましたら、町務
連絡員の方へ連絡するようにいっ
てください。

p転入または転居しておられる方で

まだ転居転入手続をしておられな

い方もできるだけ早く手続をすま

ぜるようにしてくださし、。
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(
こ
こ
を
と
じ
て
く
だ
さ
い
》

-昭和33年4月22日第三種郵便物認可 ・毎月3回1日.10日.20日.発行定価1部5円
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「交通安全 Jを市民によびかけ
子供大会の日に市中パレー ド )0 

第 5回目の市内子供大会が 4月四日開かれ よう、ミま歩健康/体と心をきたえよう、えに

ました。この子供大会は、 子供たちが組織し どのプラカードをかかけ、市中を行進し、市

ている市内各地区の子供会が一堂に集って相 民に子供たちの決心まと うったえました。

互に連けいを取b、親ぽくを深めるために行 5月11日からは春の全国交通安全運動が行

なわれたものです。 なわれて治り、その目標にも ミ子供の安全の

当日は子供たち約 1，B 00人が参加し、県警 確保 、があけられています。市民のみなさ ん

察音楽隊を先頭に、そ 交通のきまりを守 bま 子供たちを交通事故からギ つであけようでは

しょうい 道路で遊ばないようにいたしまし あbませんか。
~ h' ， 

グ
や
れ
ば
で
き
る
4

一

と
か
く
室
内
に
こ
も
り
が
一

ち
だ
っ
た
寒
い
季
節
が
終

b
E

五
月
か
ら
は
思
い
き
っ
て
体
…

を
鍛
え
る
絶
好
な
季
節
と
な
一

b
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご
家
一

庭
で
も
治
子
さ
ん
を
大
事
に

一

し
て
い
る
は
十
で
す
。

U

「
人
聞
を
大
事
に
す
る
」
こ
一

と
は
教
育
の
基
本
的
な
考
え

一

方
で
す
が
、
大
事
に
す
る
こ
一

と
と
甘
や
か
す
こ
と
と
を
混
一

同
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

こ
一

れ
が
第
一
で
す
。

.

第
二
は
「
何
ご

と
も
や
れ

一

ば
で
き
る
ん
だ
」
と
い
う
助
一

言
を
与
え
る
こ
と
が
大
切
。
-

宿
題
左
ど
も
子
供
さ
ん
白

一

身
で

「
や
れ
ば
で
き
る
」
白

一

信
を
つ
け
る
よ
う
努
力
さ
れ

一

て
い
る
で
し
ょ
う
か。

一

健
康
な
体
づ
く
り
は
、
甘

-

や
か
す
こ
と
で
は
な
く
、
や

U

れ
ば
で
き
る
自
信
を
つ
け
さ
…

せ
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
一

そ
し
て
こ
れ
は
、
精
神
力
の

一

健
全
化
と
も
密
接
に
つ
な
が

-

る
も
の
で
す

。

↑
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、、、、

、、、、

-
個
人
の
市
民
税

障
害
者
、
未
成
年
者
、
老

年
者
、
ま
た
は
寡
婦
に

つ
い

て
の
非
課
税
の
範
囲
が
、
現

在
の
年
所
得
二
十
万
円
か

ら

二
十
二
万
円
に
引
き
上
け
ら

れ
ま
し
た
。

-
法
人
の
市
民
税

法
人
市
民
税
の
法
人
税
割

の
税
率
、ず
百
分
の
九

・
七
か

ら
百
分
の
十
・
一
に
引
き
上

け
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
国

の
法
人
税
率
の
引
下
け
が
行

わ
れ
た
の
で
、
税
率
が
上
っ

て
も
市
内
法
人
の
負
担
す
る

税
額
は
従
来
と
変

D
ま
せ
ん

ま
た
法
人
市
民
税
の
中
間

申
告
も
中
間
納
付
法
人
税
額

、、
、、

-
軽
自
動
車
税

四
輪
以
上
の
乗
用
軽
自
動

車
の
税
率
が
三
千
円
か
ら
四

千
五
百
円
に
引
き
上
け
ら
れ

ま
し
た
。

-
電
気
ガ
ス
税

免
税
点
を
電
気
に

つ
い
て

は
月
額
三
百
円
を
四
百
円
に

ガ
ス

に
つ
い

て
は
三
百
円
が

五
百
円
に
そ
れ
ぞ
れ
引
き
よ

け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
ん
ど
の
改
正
に
つ

い
℃

の
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
市
課

税
課
に
お
た
十
ね
く
だ
さ

い

久良原の用水路を改良

この水路は37年災害でこわれて

いたもので、こんどは両岸と)'1

底をコンタリートでかためた三

面ば りで作られています。

総延長=約 385メートル。

rtJ = 4メートノレ。

総工費= Z ，391万円。

;みんなの力で、交通 i
i事故をなくしましょう:

5月11日から20日までの'0日間、春の交

通安全運動が行なわれています.こんどの g

運動の治も注目標はつぎのと語りです。

c1安全左横断をする。

②子供を事故から守る。

③酒よい、無免許運転をなくす。

④踏切 Pでは必守一旦停車をし、左右を確

めてから と治る。

<:9)車を完全に整備する。

とくに子供の事故は絶対になくさなけれ

ばなりません。

治父さん烏母さんがたに治願いします

子供の事故は登校時よりも下校時が多 く

また土曜と日曜日に多 く発生しています

これは開放感から心のゆるんだ時で 危

険感も にふ:フているのではないかと考え

られます。よく 注意し指導して不幸な交

通事故にかか らぬよう いたしましょう 。

また子供を絶対に道路で遊ばせないよ

うに注意してあけましょう。子供の一人

歩きも危険です。必十手をつなぎ、 大人

が道路の内側を歩きましょう 。

車を運転する方にも会願いします。

酒をのんでか ら運転しないようにしてく

ださい。無免許のかたは絶対にハン ドル

をにぎらないでください。

ノ

ν句垣内出向~、月~、..... 角町、，叫角』句、丹、""-ペ戸円前評j

参議院議員選挙が近ずきました。選挙濯があ っても選

挙人名簿に名前がのっていないと投票できません。

新しく成人された人、最近大村rt:に転入して住所を

定められた人などで、補充選挙人名簿登録申出の手続

がすんでおらない人は、いまの内に申し出てください

登録の申し出は本人〈本人が出頭できない理由がある場合

に限り同居の親族又は世帯を管理する者〉に限られます@

市
税
条
例
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

地
方
税
法
の

一
部
が
改
正

が

二

万

五
千
円
以
下
の
法
人

さ
れ
、
四
月
一
日
か
ら
施
行

は
、
市
民
税
法
人
税
割
額
は

さ
れ
て
い
ま
す
。

も
と
よ

D
均
等
割
額
に
つ
い

こ
の
改
正
に
と
も
な
い
市
て
も
中
間
申
告
納
付
を
す
る

税
条
例
も
改
正
さ
れ
ま
し
た
必
要
が
な
く
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
昭
和
四
十
年
度
の
市

税
か
ら
新
し
い
市
税
条
例
が

適
用
さ
れ
ま
す
。
市
税
条
例

改
正
の
あ
ら
ま
し
は
つ
ぎ
の

と
治
b
で
す
。
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南川内護岸完成

37年の大雨のとき流失してから

完成をいそいでいた南川内川の

護岸ができあがりまじた。

総延長は439.1メ{トノレ、総工費

は約1.433万円かかっています。

大村市政だよ(3) 

職
場
の
社
会
保
険
や
、
生
活
保
護
法
の

適
用
を
う
け
て
い
る
人
以
外
の
人
は
、

す
べ
て
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

国
保
の
被
保
険
者
が
社
会
保
険
に
加
入
し
た
り
、

社
会
保
険
を
脱
退
し
引
き
続
き
他
の
社
会
保
険
医
加

入
し
な
い
と
き
は
、
十
日
以
内
に
届
出
る
よ
う
世
帯

主
に
義
務
者
y

け
ら
れ
て
語
り
ま
す
。
届
出
が
治
く
れ

た
b
後
で
発
見
さ
れ
た
り
す
る
と
、
保
険
税
や
給
付

面
で
不
利
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
す
ぐ
出

張
所
や
保
険
年
金
課
で
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

-
技
術
改
善
費
の
二
分
の
一
を
補
助

中
小
企
業
技
術
改
善
費
補
助
金
制
度

中
小
企
業
の
新
技
術
や
新
③
、
陶
磁
器
ま
た
は
タ
イ
ル

製
品
に
関
す
る
技
術
研
究
、

に

関
す
る
研
究

ま
た
は
試
作
を
行
な
う
者

に

④

、

真

珠
ま
た
は
宝
石
の
加

対
し
、
国
か

ら

補

助

金

が

交

工

治

よ

び

染

色

に

関

す

付

さ

れ

ま

す

。

る

研

究

こ
の
補

助

金

の

交

付

対

象

⑤

、
木
竹
製
品
に
関
す
る
研

に
な
る
の
は
、

つ

ぎ

に

あ

け

究

る
も
の
に
要
す
る
原
材
料
の

⑥、

茶
の
生
産
お
よ
び
加
工

購
入
、
機
械
改
良
に
要
す

る

に

関
す
る
研
究

経
費
な
ど
で
、
通
産

大

臣

が

⑦

、

し
い
た
け
の
乾
燥
に
関

必
要
か
っ
適
当
と
認

め

た

も

す

る

研

究

の
。
交
付

額

は

必

要

額

の

二

申

請

書

の

提

出

期

限
は
五

分
の
一
で
す
。

月
三
十

一
日
ま
で
。

①、

農
機
具
に
関
す
る
研
究

く
わ
し
い
こ
と
は
、

商
工
水

②
、
金
属
の
表
面
処
理
に
関
産
課
へ
烏
た
十
ね
下
さ
い
。

す
る
研
究

1 

-
教
育
モ
ニ
タ
ー
募
集

文
部
省
で
は
、
ご
の
た
び

広
く
国
民
の
中
か
ら
教
育
モ

ニ
タ
ー
を
依
頼
レ
、
文
教
施

策
に
つ
い

て
の
批
判
、
意
見

要
望
な
ど
を
聞
き
、
文
教
行

政
の
参
考
に
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

教
育

モ
ニ

タ
ー
を
希
望
さ

れ
る
方
は
次
の
要
領
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ム
モ
-
一
タ

l
の
資
格

満
二
十
才
以
上
の
日
本
国

民
。
た
だ
し、
公
務
員
(
教
職

員
を
除
く
)
議
員
で
な
い
人

ム
申
込
先
と
方
法

長
崎
県
教
育
庁
教
育
長
広

報
係
(
長
崎
市
江
戸
町
二
)

へ
十
円
切
手
を
は
っ
た
返
信

用
封
筒
(
あ
て
先
明
記
)
を

同
封
し
て
五
月
二
十
五
日
ま

で
に
申
し
込
む
こ
と
。

ム
選
考

県
教
委
で
、
応
募
者
の
中

か
ら
、
十
二
名
を
選
考
す
る

ム
何
告
と
謝
礼

年
六
回
程
度
の
文
書
報
告
い

を

す

る

。

円

謝
礼
は
一
回
に
つ
き
千
円
。
…

子供を不良化から

守りましょう

こ
，
」
も
み
乞
ね
ら
う

山
人
巾
一
の
は
ぴ

、}

ろ
以
で
す

-み

ん
と
で

-
、
y」
J
BU

ふ』

土
砂

J
u
nソ
ーま
4
F

S

V

M

砂‘「，，
」
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お
し
ら
せ
「同

I
1
4ノ
1
1

-
食
品
関
係
業
者
の
登
録
と
検
便
を
行
な
い
ま
す

食
品
販
売
業
と
行
商
の
登

録
治
よ
び
検
便
を
つ
ぎ
の
と

治
り
行
な
い
ま
す
。

マ
つ
ぎ
の
食
品
を
販
売
す
る

業
種
は
登
録
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん

ω魚
介
類
と
そ
の
加
工
品

川
門
乳
肉
製
品
(
は
つ
酵
乳
、

乳
酸
菌
飲
料
、
食
肉
製
品

川
U

ア
イ
ス
ク
リ

ー
ム

類

同
豆
ふ
加
工
品
、
豆
ふ
、
ご

ま
豆
ふ

側
弁
当
類
、
そ
ろ
菜
類

付
と
こ
ろ
で
ん

マ
登
録
と
検
便
料

食
品
販
売
登
録
手
数
料

一
件
H

百
円

検
便
料

一
件

l
五
十
円

在
語
、
検
使
用
の
便
は
親
指

頭
大
(
当
日
採
便
)
の
も
の

を
、
住
所
、
氏
名
、
年
令
を

書
い
た
マ
ッ
チ
箱
に
入
れ
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
十
名
以

上
の
団
体
の
場
合
は
業
種
、

屋
号
、・
住
所
、
氏
名
、
年
令

を
-
記
入
し
た
連
名
簿
を
提
出

す
る
こ
と
。

登
録
に
は
印
鑑
が
必
要
で

す。
登録・検便の実施日時・場所

所

5月18日 10，00-14，0。松原公民館

5月19日 10，00-14，0。竹松出張所

5 月 ~O 日 10， 00-15， 0。西大村出張所

5月L4 lJ 10，00-15，0。大村保健所

5月25日 1/ 1/ 1/ H 

-
伊
王
島
安
積
爆
発
事
故
犠
牲
者
へ
見
舞
金

大
村
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

一フ
プ
は
伊
王
島
炭
積
の
爆
発
事
故
に

よ
る
犠
牲
者

へ
の
見
舞
金
と
し
て
四
千
円
を
大
村
市
役
所
に

寄
託
さ
れ
ま
し
た
。

圃
心
配
ご
と
相
談
日
は

毎
週
水
曜
日

大
村
市
社
会
福
祉
協
議
会

で
は
、
い
ま
ま
で
大
村
駅
通

九
電
営
業
所
前
の
山
口
セ
イ

宅
で
毎
週
火
曜
日
と
金
曜
日

の
二
回
市
内
の
皆
さ
ん
の
心

配
ご
と
相
談
に
応
じ
て
治
り

ま
し
た
が
、
来
る
五
月
十
二

日
か
ら
毎
週
水
曜
日
一
回
開

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

市
内
の
皆
さ
ん
で
心
配
ご

と
の
あ
ら
れ
る
方
は
ご
遠
慮

、
な
く
ご
相
談
下
さ
い
。

田
第
十
四
国
勢
調
査
の

ポ
ス
タ
ー
図
案
と
標
語

を
懸
賞
募
集

総
理
府
統
計
局
で
は
本
年

十
月
一

日
に
行
な
わ
れ
る
国

勢
調
査
の
ポ
ス
タ

ー
図
案
と

標
語
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ポ
ス
タ
ー
図
案

マ
応
募
要
領

ω
A
2
判
ま
た
は

B
2
判
の

大
き
さ
の
画
用
紙
を
使
用

メ

ル 抑制必

明
治
二
十
三
年

五
月
十
七
日
は
、

わ
が
国
で
は
じ
め

て
府
県
郡
制
が
公

布
さ
れ
、
現
在
の

地
方
制
度
が

一
応

そ
の
形
を
と
と
の

え
た
日
で
す
。

江
戸
時
代
は
い
わ

ゆ
る
封
建
制
で
、

徳
川
幕
府
が
全
国
を
幕
府
の

領
地
と
大
名
の
領
地
と
に
分

け
、
大
名
は
自
分
で
規
則
を

作

b
、
独
裁
政
治
を
し
て

い

ま
し
た
。

し
色
は

3
色
以
内
と
す
る

ω原
図
に
は

「
第
十
回
」

「
国
勢
調
査
」
「
昭
和
四

十
年
十
月
一
日
」
「
総
理

府
統
計
局
」
の
文
字
を
必

十
入
れ
る
こ
と
。

ω裏
面
に
は
応
募
者
の
住
所

氏
名
、
小
中
学
生
の
場
合

は
在
学
学
校
名
を
明
記
す

る
こ
と
。

マ
し
め
き
b

五
月
三
十
一
日

標
語

マ
応
募
要
領

郵
便
ハ
ガ
キ
に
一
枚
一
点

j 

明
治
維
新
で

こ
れ
が
全
く

く
つ
が
え

b
、
明
治
四
年
に

は
癒
稀
置
県
が
実
施
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
の
大
名
の
か
わ

b

に
政
府
の
役
人
が
地
方
の
政

治
を
行
な
う
よ
う
に
な
り
ま

グ
地
方
制
度
の
歴
史
H
H

し
た
。
こ
の
改
革
と
な
ら
ん

で
政
府
は
者
金
で
税
金
を
烏

さ
め
さ
せ
、
戸
籍
を
作
り
、

町
村
の
し
く
み
を
改
め
、
そ

の
上
に
郡
を
治
き
、
府
県
に

議
会
を
設
け
た
り
し
て
い
ま

と
し
応
募
者
の
住
所
、
氏

名
を
明
記
す
る
こ
と
。

マ
し
め
き
り
五
月
十
五
日

応
募
作
品
の
送
付
先

東
京
都
牛
込
局
区
内

総
理
府
統
計
局

圃
成
人
講
座
(
書
道
)

を
ひ
ら
き
ま
す

主
と
し
て
か
な
文
字
、
手

紙
、
書
体
、

そ
の
他
希
望
書

体マ
場
所

中

r人
公
民
館
講
座

す

。

一

や
が
て
帝
国
憲
法
が
発
布

-

さ
れ
地
方
制
度
も
と
と
の
つ
一

て
き
て
、
明
治
二
十
一
年
に
一

市
町
村
制
が
、
明
治
二
十
三

一

年
に
府
県
郡
制
か
公
布
さ
れ
-

た

の

で

す

。

-

そ
れ
か
ら
七
十
余
年
、
こ

一

の
府
県
郡
、
市
町
村
制
は
い
一

ろ
い
ろ
の
試
練
を
経
て
現
在
一

に
い
た
h
y
、
全
国
で
、
一

都

一

一
道
、
二
府
、
四
十
二
県
、
一

五
百
五
十
九
市
、
一
千
九
百
一

八
十

一
町
、
八
百
五
十
八
村

一

が
あ
る
わ
け
で
す
。

-

室

マ

開

講

日

五

月

二
十

一
日

か
ら
七
月
十
六
日
ま
で
の

毎
週
金
曜
日

マ

時

間

十

九
時
か
ら
二
十

一
時
ま
で

マ
申
込
資
格

市
内
在
住
の

一
般
男
女
職

業
年
令
は
と
い
ま
せ
ん
。

マ
申
込
五
月
十
七
日
ま
で

に
公
民
館
事
務
室
へ
申
し

込
み
下
さ
い
。

マ

受

講

料

い

b
ま
せ
ん
。

マ
講
師
山
本
誠
之
先
生


